
 

2026 年 10 月 26 日 

企業・団体 ご担当者各位 

茨城キリスト教大学 

地域・国際交流センター 

「DX の理解と活用講座」のご案内 

― DX の考え方と進め方を学び、自社で実践する ― 

DX に取り組みたいが、「何から始めればよいのか分からない」「自社の課題をどのように DX につなげれ

ばよいのか分からない」と感じていませんか。 

本講座では、単なるデジタル化ではなく、自社の課題を捉え、その解決によって生まれる価値を考えながら

DX を進める方法を学びます。 

講義だけでなく、ケース教材や演習シートを使いながら、DX をどのような手順で考えていけばよいのかを具

体的に解説します。また、1 日目と 2 日目の間には、自社の実情を確認するホームワークを行い、学んだ方法

を自社の課題に当てはめます。 

講座終了後も演習シートを活用し、各自の職場で DX の検討を継続できることを目指します。 

1．講座概要 

講座名 
DX の理解と活用講座  

― DX の考え方と進め方を学び、自社で実践する ― 

対象 企業・団体の管理職、企画担当、DX 推進担当、現場改善担当等 

講師 経営学部 教授 成田 正久  

定員 30 名程度 

会場 茨城キリスト教大学 PC 教室 

実施時期 2026 年 12 月 2 日(水)、12 月 9 日(水) （全 4 コマ/90 分授業） 

受講料 ￥20,000 

2．このような方におすすめです 

• DX に取り組みたいが、何から始めればよいか分からない方 

• DX の考え方や進め方を基礎から体系的に学びたい方 

• 自社の課題から DX テーマを考えてみたい方 

• DX の実現方法を比較し、自社に適した進め方を検討したい方 

• 講座で学んだ方法を自社に持ち帰り、実践してみたい方 

3．スケジュールとカリキュラム 

月日 曜日 時間  テーマ 

12 月

2 日 
水 

12：40-14：10 第１回 「DX テーマを考える」 

14：20-15：50 第２回 「課題の実態を捉え、解決によって生まれる価値を考える」 

実践課題 「自社の課題と価値仮設を整理する」 



 

第 1 日終了後には、自社の課題や実情を確認し、その課題を解決することで生まれる価値を考える実践課題を

行います。第 2 日では、その結果も踏まえながら DX 実現案の検討方法を学び、最終回では各自の自社テーマ

について検討を進めます。 

4．受講後に得られる力 

• DX テーマをどのように設定すればよいか理解できる 

• 自社の状況を整理し、本質的な課題を仮説として考える方法を学べる 

• 課題や影響を考えるために、どのような情報やデータを確認すればよいか理解できる 

• 複数の DX 実現案を考え、比較・評価する方法を学べる 

• DX を実行に移すために必要な検討事項を整理できる 

• 演習シートを活用し、講座終了後も自社で DX 検討を継続できる 

5．参加にあたってのお願い 

• 現在気になる自社・職場の課題を考えてご参加ください。 

• 講座内では、DX の考え方や進め方を理解するために、講師が用意したケース教材やサンプルを使用しま

す。 

• 自社の課題や情報を扱う際は、個人情報・機密情報を講座に持ち込まないよう、必要に応じて匿名化・一

般化してご検討ください。 

• PC 環境や必要なソフトウェア等は、受講決定後にご案内します。 

講座終了後、各社で DX 検討を進める中で、より専門的な検討や検証が必要となったテーマについては、大学

との共同研究等についてご相談いただけます。 

6．お申し込み・お問い合わせ 

申込方法 

申込フォーム 

 https://forms.cloud.microsoft/r/HchiubQbGL 

 

 

申込期限 2026 年 11 月 25 日（水） 

お問い合わせ 

茨城キリスト教大学 地域・国際交流センター 

担当：梅木 宏章             

電話：0294-52-3215 メール：chiiki-ren@icc.ac.jp            

 

12 月

9 日 
水 

12：40-14：10 第３回 「価値を実現する複数の DX 実現案を考える」 

14：20-15：50 第４回 「自社テーマで実践し、今後の進め方を考える」 

https://forms.cloud.microsoft/r/HchiubQbGL
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